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社是 義を見てせざるは、勇なきなり

経営理念 事業を通じて人類・社会の進化・発展に貢献すると同時に、
 全従業員とその家族の物心両面の幸福を追求し、
 誇りをもって会社を後世に伝えるものとする

事業内容 1 ・ 建設工事の請負、企画、設計、監理およびコンサルティング業務
 2 ・ 不動産の販売、交換、賃貸、仲介およびその管理
   ならびにコンサルティング業務
 3 ・ 住宅の建設および販売ならびに土地の造成および販売
 4 ・ 地域開発、都市開発、環境整備等の事業ならびに
   これらに関する請負、企画、設計、監理およびコンサルティング業務
 5 ・ 公共施設の管理、運営業務
 6 ・ 遺跡・文化財の調査、測量、整理作業、報告書作成、保存活用、
   支援業務ならびにコンサルティング業務
 7 ・ 自然エネルギー等による発電事業およびその運営・管理
   ならびに電気の供給、販売等に関する業務
 8 ・ 機器、機械装置の製造、加工、卸、販売、賃貸
 9 ・ 前各号に付帯する一切の業務

グループ会社 株式会社Wisdom Holdings
 株式会社エステートコンサルタント
 株式会社Holostruction

許可関係 国土交通大臣許可　（特・般－ 29）　第 13415 号

 一級建築士事務所　新潟県知事登録（ハ）第 4396 号

 宅地建物取引業　新潟県知事（2）第 4894 号

 測量業許可 登録第（2）－ 33094 号

 古物商許可 登録第 461170001187 号

 特定派遣業許可　特 15-300168

 ISO9001:2015（品質マネジメントシステム）ISOQAR7276

 ISO14001:2015（環境マネジメントシステム）ISOQAR7276

 ISO/IEC27001:2014（情報セキュリティマネジメントシステム）ASR J0362



建
築
工
事
は
工
種
が
多
い

工
事
用
仮
設
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
降
り
る
と
別

世
界
だ
っ
た
。
こ
こ
は
神
奈
川
県
藤
沢
市
に

建
設
さ
れ
て
い
る
13
階
建
て
の
マ
ン
シ
ョ
ン
、
そ

の
建
築
現
場
の
最
上
部
で
あ
る
。
地
上
か
ら

の
高
さ
は
約
40
m
。
足
場
で
囲
わ
れ
て
い
る
た

め
展
望
は
な
い
が
、
周
囲
に
同
等
の
高
さ
を

も
っ
た
建
築
物
は
な
く
、
空
が
広
く
見
え
る
。

ま
だ
昇
り
き
っ
て
い
な
い
太
陽
が
長
い
影
を
作

る
。
鉄
筋
の
骨
組
み
を
ベ
ニ
ヤ
板
で
囲
っ
て
そ

こ
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
込
ん
で
壁
な
ど
を

作
っ
て
い
く
型
枠
工
事
が
佳
境
に
入
っ
て
い
る

の
だ
。
12
階
ま
で
は
内
装
工
事
が
進
ん
で
お
り
、

あ
と
半
年
ほ
ど
で
竣
工
す
る
と
い
う
。

「
建
築
工
事
は
土
木
工
事
や
舗
装
工
事
な
ど

と
比
べ
、よ
り
多
く
の
工
種
を
必
要
と
す
る
の

が
特
徴
で
す
。
こ
の
型
枠
工
事
が
終
わ
る
と

電
気
配
線
や
給
排
水
の
配
管
、
空
調
設
備
な

ど
の
工
事
を
行
い
ま
す
」

笠
原
豊
所
長
は
入
社
20
年
目
の
ベ
テ
ラ
ン

で
あ
る
。
建
築
工
事
に
お
け
る
醍
醐
味
、
そ
し

て
大
事
な
こ
と
は
現
場
に
携
わ
る
人
と
の
潤

滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
尽
き
る
と
続
け
る
。

「
工
種
が
多
い
と
い
う
事
は
協
力
会
社
や
職

人
さ
ん
等
、
多
く
の
人
が
現
場
に
出
入
り
す

る
と
い
う
事
で
す
。
当
然
、
そ
れ
を
取
り
ま
と

め
る
施
工
管
理
者
に
は
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
ね
。
個
人

的
に
は
、
相
手
の
性
格
（
個
性
）
を
尊
重
し
て
、

そ
れ
に
応
じ
た
接
し
方
を
す
る
よ
う
心
が
け
て

い
ま
す
」

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
発
注
者
の
依
頼
に
よ
っ

て
建
設
さ
れ
る
が
、
最
終
的
に
は
一
般
消
費
者

へ
と
引
き
渡
さ
れ
る
。こ
ち
ら
の
マ
ン
シ
ョ
ン
も

す
で
に
ほ
と
ん
ど
の
部
屋
が
売
約
済
み
だ
と
い

う
。

「
建
物
が
完
成
し
、
足
場
を
解
体
し
た
と
き

初
め
て
建
物
の
全
体
像
を
皆
様
に
公
開
で
き

ま
す
。
入
居
す
る
お
客
様
が
そ
れ
を
見
て
喜
ん

で
く
れ
る
の
は
や
っ
ぱ
り
嬉
し
い
で
す
し
、
肩

の
荷
が
下
り
て
ほ
っ
と
し
ま
す
」

お
客
様
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
外
壁

や
床
と
いっ
た
各
部
の
仕
様
は
充
分
な
検
討
の

上
に
決
め
ら
れ
て
い
る
。
建
築
工
事
で
は
こ
う

し
た
打
ち
合
わ
せ
に
か
な
り
の
時
間
を
要
す

る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
笠
原
所
長
は
先
進
技

術
を
取
り
入
れ
た
変
化
に
大
き
な
期
待
を
寄

せ
て
い
る
。

「
意
匠
や
素
材
、
色
な
ど
を
決
め
る
と
き
は
、

依
頼
主
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
は
じ
め
、
沢
山
の
方

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ホ
ロ
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
普
及
す
れ
ば
こ
う
し

た
プ
ロ
セ
ス
を
一
気
に
効
率
化
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
サ
ン

プ
ル
を
実
際
に
手
に
取
っ
て
確
認
し
な
く
て
も
、

正
確
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
」

更
地
だ
っ
た
場
所
に
ひ
と
つ
の
マ
ン
シ
ョ
ン

が
完
成
す
る
。
そ
の
す
べ
て
の
プ
ロ
セ
ス
に
携

わ
る
の
は
施
工
管
理
者
の
笠
原
所
長
だ
け
だ
。

「
そ
れ
が
醍
醐
味
で
す
。
担
当
し
た
建
築
す
べ

て
が
自
分
に
と
っ
て
特
別
な
も
の
で
す
」

5
6
8
日
に
も
お
よ
ぶ
工
事
を
経
て
、
も

う
す
ぐ
こ
の
地
に
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
完

成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

現

場

百

景

01

マ
ン
シ
ョ
ン
を
造
る
と
い
う
こ
と

近
代
的
な
建
築
技
術
の
結
晶
の
よ
う
な
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
も

結
局
は
多
く
の
人
間
の
手
仕
事
に
よ
っ
て
造
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
工
事
を
管
理
す
る
の
も
や
は
り
人
で
あ
る
。

現
場
の
責
任
者
で
あ
る
笠
原
所
長
に
そ
の
真
髄
を
伺
っ
た
。

PAGE 02-03:  現場百景



PR部

柿本優衣  Yui KAKIMOTO

新卒・中途の採用業務に携わる。その他に
社内広報誌の作成も行っている。26歳。入
社4年目。

土木工事部

池田雅也  Masaya IKEDA

土木工事の施工管理者として勤務。リクルー
ターとして新卒の採用業務にも携わっている。
23歳。入社3年目。

経理部

多熊友  Yu TAGUMA

売上管理や資産状況のチェックなどの経理
を担当。経営会議等で必要とされる数値の
算出や分析も行う。28歳。入社7年目。

SYMPO SIUM

若手社員とベテラン社員
どんな部分でギャップを感じますか？

今後、建設業に
どのような変化を生みたいですか？

建設業の昔と今で違うところは？

多熊 私は普段から若い方と一緒に仕事をすることが多
いせいか、際立ったギャップを感じることはほとんど
ないです。

池田 ベテランと若手がそれぞれの得意分野を活かしなが
ら仕事をする感じですね。やっぱり現場の作業では
ベテランの豊富な経験って頼りになるんです。一方
で、若手は全般的にITリテラシーが高いのでソフト
が新しくなったりした際などはベテランの方をフォ
ローするようにしています。

柿本 当然、人事制度についての認識も世代によって差
があると思います。別の会社に勤める友人が年功序
列の制度に憤っていて、当社のような成果主義を採
用しているところはまだ珍しいんだなと感じました。

池田 僕はもともとHolostructionに大きな可能性を感じ
て小柳建設に就職したんです。AIとロボット技術に
よって作業効率と安全性を向上させたい。こうした
新しいテクノロジーを積極的に取り入れることで若
い世代が建設業に抱く「古い」というイメージを変
えていければと思います。建設業に従事するすべて
の人の意識が変わり、新しいコト・モノを柔軟に受
け入れられるようになって欲しいです。

多熊 このままIT化をさらに進めていきたいですね。すで
にペーパーレス化やWEB会議の導入などで作業効
率の向上やコスト削減といった明らかな効果が出て
いるので、この流れを止めず、今後も変化し続けた
いと思っています。

柿本 小柳建設では「楽しみながら変化」することでス
ムーズな働き方や業務の効率化を実現することがで
きました。建設業でも時代に適応して自ら変化できる
んだという事を、若い世代をはじめ、世間一般の方
にも広く知ってもらい、従来のイメージを変えていき
たいですね。

柿本 建設業界は、今までの『普通』に囚われてしまって
いる部分もあると思います。でも、小柳建設は違いま
す。例えば、フリーアドレスを使用しているのなら必
ずしも会社に出勤する必要はないと思うんです。当
社は営業職だけではなく、現場の社員にもスマート
フォンが貸与されているので、それはありがたいで
すね。どこに居てもチャットツールで迅速かつスムー
ズに情報共有ができるので。

多熊 teamsをはじめ、新しいツールを使うことに抵抗感
がある方もまだいますね。しかしながら、最近はメー
ルや電話でのやりとりをなくし、WEB会議を積極的
に利用することで、業務生産性が大きく向上しまし
た。社員同士で協力しながら、IT化をさらに加速出
来ればと思っています。

池田 IT化が推進することによって、在宅勤務がもう少し
進んで良いと思いますね。どうしても難しい業態で
はあると思いますが。建設業というと縦社会のイメ―
ジが強いですが、小柳建設では年功序列ではなく、
それぞれの特性を活かした人員配置がされるように
変わってきたと思います。

Q.1

Q.3

Q.2

小柳建設では幅広い世代が一緒になって活躍している。
働き方やコミュニケーションに関する意識の違いを、
若手社員とベテラン社員に語ってもらった。
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2020年 10月現在

1

積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と
で
、

W
E
B
会
議
を

業
務
生
産
性
が
大
き
く
向
上
し
ま
し
た

成
果
主
義
を
採
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

当
社
の
よ
う
な

ま
だ
珍
し
い
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だ
な
と
感
じ
ま
し
た

柔
軟
に
受
け
入
れ
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る
よ
う
に

な
っ
て
欲
し
い

新
し
い
コ
ト
・
モ
ノ
を



PR部

青木悠  Yu AOKI

小柳建設の活動や取り組みを社内、社外に
向けて発信する広報業務を担当。28歳。入
社5年目。

専門工事部

山岸ほのか Honoka YAMAGISHI

以前は施工管理を行っていたが、重機のオ
ペレーターになりたいと希望し、専門工事部
へ異動。現在は土木工事と建築工事の現場
にて作業を行う。23歳。入社3年目。

技術部

川崎雅人  Masato KAWASAKI

図面の作成、工事の施工計画に携わるほか、
品質向上のため各現場の指導を行う。
Holostructionの開発にも携わる。42歳。
入社21年目。

専門工事部

関孝之  Motoyuki SEKI

舗装工事のスペシャリスト。現場で工程や品
質、安全、原価の管理を行う。施工管理者の
経験が長く周囲からの信頼も厚い。38歳。
入社21年目。

SYMPO SIUM
PAGE 06-07:  老若男女座談会

山岸 やっぱりベテランの方とは経験値に大きな差がある
ので、ひとつの言葉からイメージする範囲や深みが
全然違いますね。現場の先輩からはとても丁寧に教
えてもらっていますが、専門用語など、疑問に感じた
ことはすぐにネットで検索するように心掛けています。

関 もう20年前になりますけど現場で先輩から「掛矢
（かけや）持ってこい」と言われ、意味が分からず
戸惑っていたら、バカヤロー！ って怒鳴られたこと
があります（笑）。さすがに現在はそれぐらいで怒る
ような人はいませんけどね。

川崎 今の若い子は「分かりません」と素直に口にしない
ケースも多いような印象です。分からないのに何とな
くやろうとしてしまう。もちろん今はネットを使って調
べることもできますが、個人的には人から直接教えて
もらった方が身に付きやすいような気はします。

青木 建設業に限らず、上の世代では残業や休日出勤を
することに抵抗のない方も多いと思うんです。しかし、
当社は世代交代によって役員の価値観がアップデー
トされて、残業や休日出勤を極力しないようにという
雰囲気に変わりましたよね。

関 建設業はよく３K(きつい・汚い・危険)なんて言わ
れますけど、新３K（給料・休日・希望）に変えてい
きたいと思っています！ 実際、私の現場ではマシン
コントロール技術の進化によって重機を用いた施工
作業が簡略化され、労務費の削減や安全性が向上
しています。

山岸 男性中心の業界というイメージを変えたいですね。
地域や若い世代へオープンな職種であることを広く
アピールして人材確保につなげられればと思ってま
す。

川崎 やっぱり若者に魅力を感じてもらえるような業界にな
らなければ明るい未来はないと思います。給与面は
安定しつつ、新しいことに積極的にチャレンジできる
ような風土を築いていきたいですね。

青木 IT化による効率化で残業時間は確実に減ってきて
いるので、このまま誰もが平等かつコンスタントに休
暇を取得できる業界に変えていきたいです。あとは
若手の技術者が増えるような取り組みにもチャレン
ジしていきます。

青木 コミュニケーションのあり方ではないでしょうか。昔は
ミスをした際に怒鳴られることも多かったと聞きました。
これからの建設業はどのような方法でコミュニケー
ションをとっていくのがよいでしょうか？

川崎 工事現場では些細なミスが命に関わる事故につな
がることもあるから、強く注意することもあります。お
互いに信頼関係が成り立っていることが前提ですね。

関 過去の経験から、「褒めて伸ばす」を若者と接する
ときの基本にしています。「●●さん、さすがだねえ」
なんてよく褒めてますが、相手がすごく喜んでくれる
のでこちらも良い気分で仕事ができるので。

山岸 私はとにかく書類が多いことに驚きました。手書きで
作成するのが大変なのはもちろん、保管されている
ファイルの中から必要な書類を見つけ出すのにも時
間がかかる。

青木 その辺りはここ数年ですごく変わってると思います。
データ化される以前は印刷代だけでもかなりのコス
トがかかっていました。文書の誤りに気付かずに印
刷してしまって怒られた苦い経験があります。

若手社員とベテラン社員
どんな部分でギャップを感じますか？

今後、建設業に
どのような変化を生みたいですか？

建設業の昔と今で違うところは？
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Q.1

Q.3

Q.2

2020年 10月現在

職
種
で
あ
る
こ
と
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て

人
材
確
保
に
つ
な
げ
ら
れ
れ
ば

地
域
や
若
い
世
代
へ
オ
ー
プ
ン
な

「
褒
め
て
伸
ば
す
」
を
若
者
と

接
す
る
と
き
の
基
本
に
し
て
い
ま
す

過
去
の
経
験
か
ら
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
風
土
を

築
い
て
い
き
た
い
で
す

新
し
い
こ
と
に
積
極
的
に

コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
休
暇
を
取
得
で
き
る

業
界
に
変
え
て
い
き
た
い
で
す

こ
の
ま
ま
誰
も
が
平
等
か
つ



一
般
車
両
は
進
入
で
き
な
い
工
事
用
の
仮

設
道
路
を
走
る
こ
と
約
30
分
。
国
道
2
8
9

号
の
現
場
に
到
着
す
る
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の

巨
大
な
橋
脚
が
そ
び
え
立
っ
て
い
た
。
そ
の
両

脇
に
は
急
峻
な
山
が
あ
り
、
そ
の
斜
面
に
も
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
の
構
造
物
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

橋
の
両
端
を
支
持
す
る
基
礎
と
な
る
「
橋
台
」

だ
。
小
柳
建
設
は
こ
こ
の
工
事
を
請
け
負
っ
て

い
る
。

「
ご
覧
の
通
り
険
し
い
現
場
な
の
で
、
様
々
な

制
約
の
中
で
工
事
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
例
え
ば
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
つ
に
し
て
も

場
所
が
狭
い
の
で
1
台
し
か
ポ
ン
プ
車
を
入
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
ど
う
し
て
も

平
場
の
工
事
に
比
べ
て
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま

う
ん
で
す
。こ
の
辺
り
は
日
本
有
数
の
豪
雪
地

帯
な
の
で
、
作
業
が
で
き
る
の
は
11
月
い
っ
ぱ

い
ま
で
。
時
間
と
の
勝
負
で
す
ね
」

工
事
関
係
者
で
な
け
れ
ば
ま
ず
目
に
す
る

こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
非
日
常
的
な
風
景
を

背
に
、
施
工
管
理
を
担
当
す
る
八
木
澤
太
郎

所
長
は
淡
々
と
語
っ
た
。

国
道
2
8
9
号
線
の
う
ち
、
新
潟
県
三
条

市
と
福
島
県
只
見
町
を
結
ぶ
区
間
は「
八
十

里
越
え
」
と
呼
ば
れ
る
古
く
か
ら
の
交
通
の

難
所
だ
。
戦
国
時
代
に
は
物
資
の
輸
送
な
ど

で
使
わ
れ
て
い
た
が
、
大
正
時
代
に
物
資
輸
送

の
主
流
が
鉄
道
へ
移
り
変
わ
っ
た
こ
と
で
廃
れ

た
と
い
う
。
現
在
は
約
20
㎞
に
わ
た
り
一
般
車

両
の
通
行
が
で
き
な
い
区
間
が
存
在
す
る
。

そ
ん
な
八
十
里
越
え
の
車
両
不
通
区
間
を

解
消
す
べ
く
道
路
改
築
事
業
が
始
ま
っ
た
の

は
何
と
今
か
ら
約
30
年
前
。
1
9
8
9
年
の

こ
と
だ
。一
般
的
な
感
覚
と
は
大
き
く
隔
た
る
、

か
く
も
壮
大
な
タ
ー
ム
の
公
共
事
業
で
あ
る
。

こ
こ
が
完
成
す
れ
ば
、
国
道
2
5
2
号
を
経

由
す
る
現
行
の
ル
ー
ト
よ
り
、
所
要
時
間
が
約

半
分
に
短
縮
さ
れ
る
と
い
う
。

「
公
共
工
事
な
の
で
、
社
会
的
な
意
義
は

や
っ
ぱ
り
意
識
し
ま
す
し
、
意
欲
に
つ
な
が
り

ま
す
よ
ね
。
こ
こ
が
開
通
す
れ
ば
地
域
経
済

が
活
性
化
し
た
り
、
救
急
医
療
体
制
が
よ
り

良
く
な
る
訳
で
す
か
ら
」

八
木
澤
所
長
の
指
揮
の
も
と
、
約
50
ペ
ー
ジ

に
も
及
ぶ
工
事
図
面
に
従
い
工
事
が
進
め
ら

れ
る
。

「
こ
う
いっ
た
現
場
は
一
に
も
二
に
も
綿
密
な

計
画
が
大
事
で
す
。レ
ー
ル
さ
え
し
っ
か
り
と

敷
か
れ
て
い
れ
ば
、
我
々
は
そ
の
上
を
走
る
だ

け
で
す
か
ら
。
た
だ
、
自
然
が
相
手
の
土
木
作

業
で
す
か
ら
ね
。
実
際
に
や
っ
て
み
な
い
と
分

か
ら
な
い
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
」

町
か
ら
遠
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
お
ろ
か
、

携
帯
電
話
の
使
用
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
山
奥

の
現
場
。こ
う
し
た
現
場
の
様
子
を
ホ
ロ
ス
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
広
く
共
有
で
き
れ
ば
、
そ
の
メ

リ
ッ
ト
は
計
り
知
れ
な
い
と
語
る
八
木
澤
所

長
。

「
効
率
的
に
動
か
な
い
と
移
動
だ
け
で
1
日

終
わ
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
現
場
で
す
か
ら
ね
。

変
化
は
ぜ
ひ
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。こ
こ

は
平
場
の
現
場
に
比
べ
て
難
し
い
反
面
、
や
り

遂
げ
た
と
き
の
達
成
感
も
格
別
。
人
生
で
そ

う
何
度
も
な
い
大
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
」

秋
に
な
る
と
、
周
囲
の
山
々
が
紅
葉
に
染

ま
り
、
そ
れ
は
そ
れ
は
美
し
い
風
景
に
変
わ
る

と
い
う
。

現

場

百

景

02

難
し
い
現
場
に
は
意
義
が
あ
る

新
潟
県
新
潟
市
を
起
点
に
福
島
県
い
わ
き
市
へ
と
至
る

総
延
長
約
3
0
2
㎞
の
国
道
「
2
8
9
号
線
」。

そ
の
一
部
に
現
在
も
車
両
の
通
行
を
阻
む
難
所
が
あ
る
。

一
大
事
業
に
取
り
組
む
施
工
管
理
者
に
話
を
聞
い
た
。
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変化を恐れずチャレンジする社員が一丸となることで、
小柳建設の事業が支えられています。3年後の自分は
どう『変化』していたいのか？ 目標を描いてみました。
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Q

Q

Q

QQ 南
澤 

「Team
s

」
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
チ
ャ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ

と
で
格
段
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
電
話
と
違
っ
て
い

つ
で
も
連
絡
で
き
ま
す
し
、
記
録
も
残
る
の
で
ト
ラ
ブ

ル
も
起
き
に
く
い
。
写
真
等
を
ア
ッ
プ
し
て
共
有
で
き

る
の
も
と
て
も
効
率
的
で
す
。
　

長
橋 

私
が
所
属
す
る
I
T
部
門
で
も
、
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を

導
入
し
た
こ
と
で
社
内
の
問
合
せ
電
話
が
劇
的
に
減

り
ま
し
た
ね
。
も
と
も
と
電
話
に
よ
る
問
合
せ
は
も
の

す
ご
く
多
く
、
し
か
も
1
回
の
電
話
で
30
分
か
ら
1

時
間
ぐ
ら
い
対
応
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
ん
で

す
。
現
在
は
よ
く
あ
る
質
問
は
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
が
自

動
で
対
応
す
る
た
め
、
時
間
を
有
効
に
使
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

栢
森 

情
報
の
伝
達
や
共
有
が
正
確
か
つ
素
早
く
行
え
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
変
化
で
す
。
プ
ロ
セ
ス
が

可
視
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
業
務
の
成
果
も
分
か
り
や
す

く
な
り
ま
し
た
。

伊
原 

私
は
労
務
管
理
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
2
年
ほ
ど
前

か
ら
「Sm

artH
R

」
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
各
社

員
の
情
報
を
管
理
す
る
こ
と
で
、
年
末
調
整
に
か
か
る

時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。こ
う
し
た
時
間
の

コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
I
T

化
に
よ
る
大
き
な
恩
恵
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
紙

の
利
用
も
減
り
ま
し
た
。
文
書
は
プ
リ
ン
ト
せ
ず
に

デ
ー
タ
で
保
存
し
、
F
A
X
も
P
C
画
面
で
確
認
し

て
い
ま
す
。

長
橋 

部
の
目
標
に
残
業
ゼ
ロ
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て

両
立
で
き
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
ア
フ
タ
ー
フ
ァ
イ
ブ
が

充
実
し
て
い
る
こ
と
も
定
時
に
退
勤
す
る
ひ
と
つ
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

伊
原 

私
の
部
も
全
員
で
残
業
ゼ
ロ
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、

帰
宅
後
に
家
事
な
ど
を
す
る
余
裕
が
生
ま
れ
ま
し
た

ね
。

南
澤 

短
時
間
勤
務
の
制
度
を
利
用
し
つ
つ
、
両
立
で
き
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
子
供
の
体
調
不
良
な
ど
で
急

に
お
休
み
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
う
い
う
と
き
は
同
じ
部
の
方
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

伊
原 

オ
フ
の
と
き
で
も
工
事
現
場
の
前
を
通
る
と
思
わ
ず

「
ど
こ
が
施
工
し
て
い
る
の
か
な
」
と
見
ち
ゃ
い
ま
す
ね
。

入
社
す
る
ま
で
そ
ん
な
こ
と
気
に
し
た
こ
と
が
な
か
っ

た
ん
で
す
け
ど
（
笑
）

南
澤 

そ
れ
分
か
り
ま
す
。
私
は
休
日
に
同
期
と
一
緒
に
う
ち

の
会
社
の
工
事
現
場
を
見
学
し
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
内
勤
を
や
っ
て
い
る
う
ち
に
ど
う
し
て
も
工
事

の
進
捗
を
自
分
の
目
で
確
認
し
た
く
な
っ
て
（
笑
）

長
橋 

す
こ
し
話
は
そ
れ
ま
す
け
ど
、
会
社
で
「
女
性
パ
ト

ロ
ー
ル
」っ
て
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
。
女
性
社
員
の
グ

ル
ー
プ
で
現
場
を
見
て
回
り
、
意
見
や
要
望
を
聞
く
取

り
組
み
で
す
。
例
え
ば
ト
イ
レ
に
鏡
を
付
け
て
欲
し
い

等
、
女
性
目
線
で
し
か
気
が
付
か
な
い
部
分
っ
て
ど
う

し
て
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

伊
原 

育
児
休
暇
を
取
得
し
て
い
た
女
性
が
復
帰
す
る
際
な

ど
に
は
自
分
が
率
先
し
て
連
絡
を
取
り
合
っ
て
フ
ォ

ロ
ー
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
や
は
り
女
性
同
士
の

方
が
相
談
も
し
や
す
い
と
思
う
の
で
。

南
澤 

私
の
い
る
総
務
部
で
は
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
業
務
が
あ
り
ま

す
。
女
性
が
率
先
し
て
行
っ
て
い
る
た
め
、
書
類
を
た

め
込
ま
ず
、
常
に
き
ち
ん
と
整
理
さ
れ
た
状
態
を
キ
ー

プ
し
て
い
ま
す
。
何
と
な
く
で
は
あ
り
ま
す
が
、
整
理

整
頓
は
女
性
の
方
が
得
意
な
印
象
で
す
。

栢
森 

女
性
に
限
ら
ず
、
個
々
の
「
ら
し
さ
」
を
発
揮
で
き
れ

ば
良
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
重
い
も
の
は
率
先
し
て

男
性
に
持
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
（
笑
）

南
澤 

同
僚
で
も
あ
る
夫
が
様
々
な
資
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と

に
触
発
さ
れ
、
私
も
建
設
業
経
理
士
の
資
格
を
取
る

た
め
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
育
休
中
に
も
2

級
秘
書
検
定
の
試
験
を
受
け
て
合
格
し
ま
し
た
！

長
橋 

日
報
を
作
成
す
る
よ
う
に
な
り
、い
わ
ゆ
る
「
報
・

連
・
相
」
を
従
来
よ
り
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
1
日
の
働
き
ぶ
り
を
客
観
的
に
見
直

す
こ
と
で
、
よ
り
効
率
的
に
働
け
る
工
夫
が
生
ま
れ
る

な
ど
、
生
産
性
の
向
上
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

伊
原 C

O
VID
-19

へ
の
対
応
に
つ
い
て
家
族
間
で
話
し
合
い
、

仕
事
を
含
め
た
こ
れ
か
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
あ
り

方
を
共
有
し
ま
し
た
。

栢
森 

私
もC

O
VID
-19

の
感
染
予
防
対
策
は
し
っ
か
り
や

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
体
調
を
常
に
整
え
て
お
く
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
空
気
清
浄
機
も
2
台
購
入

し
ち
ゃ
い
ま
し
た
（
笑
）。

　
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
生
活
基
盤
を
支
え
る
の
が
建
設
業
の
役

割
で
す
。
し
た
が
っ
て
そ
の
担
い
手
で
あ
る
建
設
会
社
も
、

性
別
や
年
齢
に
関
わ
ら
ず
活
躍
で
き
る
場
所
で
あ
る
こ
と

が
理
想
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
や

気
付
き
…
…
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
フィ
ッ
ト
し
た
イ
ン
フ
ラ
を

作
っ
て
い
く
た
め
、
小
柳
建
設
で
は
、
多
様
な
働
き
方
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
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建
設
会
社
の
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
、
小
柳
建
設
で
は
多
く
の
女
性
社
員
が
活
躍
し
て
い
る
。

そ
し
て
彼
女
た
ち
も
ま
た
「
変
化
」の
途
上
に
あ
る
。I
T
化
を
進
め
た
こ
と
で
何
が
変
わ
っ
た
の
か
？ 

家
事
や
育
児
を
は
じ
め
、
多
忙
な
日
常
と
業
務
を
ど
の
よ
う
に
両
立
さ
せ
て
い
る
の
か
？ 

い
く
つ
か
の
質
問
を
ぶ
つ
け「
女
性
の
力
」の
源
を
探
っ
た
。総

務
部
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澤
春
香 H

aruka M
IN

A
M

IZ
A

W
A

総
務
部

伊
原
友
恵 Tom

oe IH
A

RA

社
長
室

栢
森
泰
子 Yasuko K

AYA
M

O
R

I

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部

長
橋
杏
奈 A

nna N
AG

A
H

A
SH

I

WOMEN’s POWERWOMEN’s POWER～OYANAGIの女性の力～

I
T
化
に
よ
っ
て
ど
ん
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
か
？

入
社
し
て
か
ら
の
ご
自
身
の
変
化
に
つ
い
て

職
場
で
女
性
ら
し
さ
を
発
揮
で
き
る
瞬
間
は
？

最
近
の
身
の
回
り
の
変
化
を
教
え
て
く
だ
さ
い

家
庭
と
仕
事
の
両
立
は
で
き
て
い
ま
す
か
？



HISTORY
会社変革史

1
9
4
5
年 

初
代 
小
柳
肇
が
材
木
業
と
し
て
小
柳
組
を
創
業

1
9
4
7
年 

土
建
業
を
開
業

1
9
6
0
年 

組
織
を
変
更
し
て
小
柳
建
設
株
式
会
社
と
な
る

1
9
8
6
年 

新
潟
県
内
初
の
ヘ
ド
ロ
浚
渫
・
空
気
圧
送
工
法
を
導
入

1
9
8
9
年 

初
代 

小
柳
肇
が
会
長
に
就
任
、
二
代
目 
小
柳
直
太
郎
が
社
長
就
任

2
0
0
6
年 

皇
居
外
苑
千
鳥
ヶ
淵
浚
渫
工
事
を
施
工

2
0
1
0
年 

ハッ
ピ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
（
新
潟
県
男
女
共
同
参
画
推
進
企
業
）に
認
定

2
0
1
1
年 

二
代
目 

小
柳
直
太
郎
社
長 

建
設
業
関
係
功
労
者
等
国
土
交
通
大
臣
賞
表
彰
受
賞

 

浚
渫
技
術
で
新
潟
県
知
事
表
彰
技
術
賞
受
賞

2
0
1
4
年 

二
代
目 

小
柳
直
太
郎
が
代
表
取
締
役
会
長
に
就
任 

三
代
目
小
柳
卓
蔵
に
事
業
承
継

2
0
1
5
年 

ベ
ト
ナ
ム
実
習
生
の
受
け
入
れ
開
始

2
0
1
6
年 

新
潟
県
内
で
初
の
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
（
環
状
交
差
点
）
を
施
工

 

フ
ル
ク
ラ
ウ
ド
化
に
よ
り
I
T
環
境
が
向
上 

2
0
1
7
年 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『H

olostruction

』ス
タ
ー
ト

 

子
供
が
病
気
の
場
合
、
休
む
こ
と
が
出
来
る
「
子
の
看
護
休
暇
」
制
度
が
開
始

2
0
1
8
年 

社
内
の
手
続
き
へ
の
質
問
に
答
え
て
く
れ
る
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
運
用
開
始

 

5
連
休
の
休
暇
取
得
を
奨
励
す
る
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
」
制
度
が
開
始

2
0
1
9
年 

自
社
開
発
の
経
営
情
報
、
採
算
管
理
シ
ス
テ
ム Becks

運
用
開
始

 

新
ブ
ラ
ン
ド
ム
ー
ビ
ー Build the N

ext

編 

発
表

 

国
土
交
通
省 

建
設
現
場
の
生
産
性
を
飛
躍
的
に
向
上
す
る
た
め
の

 

革
新
的
技
術
の
導
入
・
活
用
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

 

『H
olostruction

』
が
採
択

 

現
場
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム「A

ll-sighte

」
が

 

国
土
交
通
省 

新
技
術
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム「N

ETIS

」に
登
録

2
0
2
0
年 

経
済
産
業
省
よ
り
「
地
域
未
来
牽
引
企
業
」に
選
定

 

厚
生
労
働
省
よ
り
「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業
」に
認
定
さ
れ
、

 

「
く
る
み
ん
」マ
ー
ク
を
取
得

2
0
2
1
年 

新
加
茂
本
店 

竣
工

2006年　皇居外苑千鳥ヶ淵浚渫工事

2018年　「Holostruction」展示会初出展

2016年　新潟県内初 環状交差点の施工2020年　「くるみん」マーク取得 2017年　「Holostruction」発表
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2
0
2
0
年
11
月
1
日
で
創
業
75
周
年
を
迎
え
た
小
柳
建
設
。
創
業
時
は
材
木
業
か
ら
始
ま
り
、

建
設
業
へ
。
そ
し
て
浚
渫
技
術
の
進
化
を
経
て
、
近
年
は
I
T
技
術
の
導
入
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

施
工
技
術
も
高
く
評
価
さ
れ
、
国
土
交
通
省 

北
陸
地
方
整
備
局 

工
事
成
績
優
秀
企
業
・

I
C
T
活
用
工
事
成
績
優
秀
企
業
の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
過
去
の
浚
渫
技
術
開
発
を
は
じ
め
と
し
た
新
技
術
へ
取
り
組
む
姿
勢
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、

近
年
で
は「H

olostruction

」、「All-sighte

」の
開
発
が
進
む
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。



TOPICS
トピック

本店リニューアル
2021年 1月、創業の地である加茂市に
新社屋が完成。コンセプトは、『アイデア
と成果を生むオフィス』。創造的な仕事で
生産性が向上し、社会貢献を進め、人が
育ち、全従業員が心身ともに幸福を感じ
ることのできるオフィスを「カタチ」にし
ます。我々の経営手法である「部門別採
算制度の進化」と「IT技術の活用」によ
り、各人が自分のアクティビティにより働
く場所を選ぶことを可能にします。最大
限の力を発揮できるようなオフィス環境
となっています。

採用活動の全面web化
新型コロナウィルス感染拡大を契機に、
採用活動の全面web化に切り替えを行
いました。新卒採用における個別会社説
明会、面接、中途採用における面接、学
生に向けたインターンシップまで採用活
動における全プロセスをweb化していま
す。その結果、目標の採用人数を達成す
ることが出来ています。

経営陣刷新により、
ボトムアップの風土醸成
2019年に経営陣の刷新があり、平均年
齢43歳の経営陣となりました。若い世
代の経営陣は、新しい働き方に柔軟に対
応しています。その影響が大きくあるの
は、従来はアナログでの業務が多かった
建設業に IT技術の導入進めている点で
す。その導入が進んだ理由として若手社
員の意見を吸い上げ、経営に反映してい
くという仕組みが出来ていることです。
「ボトムアップ」の風土で、社員全員が納
得して働くことが出来る環境づくりを行っ
ています。

多数の認定・受賞  実績
国土交通省発注工事の評定点が平均
80点以上になると得られる工事成績優
秀企業認定をはじめとし、新潟県 優良
工事表彰や東京都 都市整備局 優良工
事局長表彰など、工事成績に関する多数
の実績があります。慢心することなく、着
実に成果を積み上げ、地域のインフラ整
備にこれからも貢献していきます。
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MESSAGE
社長メッセージ

I
T
化
で
意
識
も
変
わ
っ
た

建
設
業
と
い
う
の
は
、
人
々
の
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
担
い
、
情
熱
と
誇
り

が
感
じ
ら
れ
る
職
業
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、い
わ
ゆ
る

「
3
K
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
少
子
高
齢
化
も
あ
っ

て
人
材
の
確
保
に
苦
労
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
私

は
そ
う
し
た
建
設
業
に
対
す
る
世
の
中
の
評
価
を
覆

そ
う
と
、こ
れ
ま
で
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

私
が
小
柳
建
設
に
入
社
し
た
の
は
2
0
0
8
年
で

す
。
そ
れ
ま
で
は
金
融
業
界
に
身
を
置
い
て
い
ま
し
た

が
、
目
の
当
た
り
に
し
た
建
設
業
界
は
様
々
な
部
分

で
遅
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
率
直
な
印
象
で
し
た
。
極

端
な
例
を
ひ
と
つ
示
す
と
、
当
時
は
極
め
て
重
要
な

顧
客
デ
ー
タ
す
ら
営
業
担
当
の
社
員
が
各
々
で
管
理

し
て
お
り
、
会
社
と
し
て一
元
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の

で
す
。こ
れ
は
そ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
私
の
ビ
ジ
ネ
ス
の

常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
他
の
業
界
に
比
べ
て
I
T
化
が
遅
れ
て
い
る

こ
と
も
大
き
な
懸
念
で
し
た
。
建
設
工
事
と
い
う
の
は
、

ひ
と
つ
の
現
場
で
も
何
百
と
い
う
契
約
が
取
り
交
わ
さ

れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
膨
大
な
枚
数
の
書
類
は
郵
便
や

F
A
X
を
使
っ
て
送
付
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。こ
う
し

た
極
め
て
非
効
率
的
な
や
り
方
を
改
善
す
る
だ
け
で
、

建
設
業
の
労
働
環
境
は
ず
っ
と
良
く
で
き
る
と
感
じ

ま
し
た
。
昔
な
が
ら
の
考
え
方
や
風
習
が
根
強
く
残

る
建
設
業
界
に
お
い
て
、
構
造
を
大
胆
に
変
革
す
る
の

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、
社
長
へ
就
任
し

た
の
を
機
に
社
の
方
針
と
し
て
I
T
化
を
推
し
進
め

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
ず
行
っ
た
の
が
各
デ
ー
タ
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
ク
ラ

ウ
ド
化
、そ
し
て
社
内
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
に
チ
ャ
ッ
ト

ツ
ー
ル
を
導
入
す
る
な
ど
、
業
務
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に

行
う
た
め
の「
手
段
」の
改
革
で
し
た
。
な
る
べ
く
多

く
の
社
員
に
I
T
化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
体
感
し
て

も
ら
い
、
そ
の
有
用
性
を
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
思
っ

た
の
で
す
。

結
果
的
に
会
社
全
体
の
I
T
リ
テ
ラ
シ
ー
は
大
き

く
向
上
し
、
現
在
で
は
社
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
発

的
に
効
率
的
な
仕
事
の
や
り
方
を
考
え
て
く
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
他
の
業
界
か
ら
見
れ
ば
当
た
り
前

の
こ
と
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
同
規
模
の
建
設

業
界
の
中
で
は
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

ホ
ロ
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
描
く
未
来

小
柳
建
設
が
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
と
開
発
し
た「 

H
olostruction

（
ホ
ロ
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）」
が
大
き
な

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
私
は
2
0
1
6
年
の
海
外

視
察
で「 M

icrosoft H
oloLens

（
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・

ホ
ロ
レ
ン
ズ
）」と
い
う
デバ
イ
ス
と
出
会
い「
こ
れ
は
建

設
業
の
た
め
の
も
の
だ
」と
直
感
し
ま
し
た
。
な
ぜ
な

ら
建
設
業
の
勤
務
が
過
酷
と
さ
れ
る
理
由
の
ひ
と
つ

に
、
日
中
は
現
場
を
監
督
し
、
夜
に
な
る
と
事
務
所
で

書
類
作
成
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
実
態
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
事
務
所
と
現
場
の
行
き
来
や
、
顧

客
と
の
打
ち
合
わ
せ
な
ど
、
建
設
業
で
は
そ
う
し
た

移
動
に
も
の
凄
い
時
間
と
労
力
を
割
か
れ
る
の
で
す
。

H
olostruction

が
あ
れ
ば
離
れ
た
場
所
に
い
て
も
正

確
な
三
次
元
モ
デ
ル
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
移
動

時
間
を
大
幅
に
削
減
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

こ
のH

olostruction

を
通
し
て
、
小
柳
建
設
は

「
建
設
I
T
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
」と
し
て
の
確
立
を

目
指
し
て
い
ま
す
。Holostruction

は
建
築
や
土
木
と

いっ
た
建
設
事
業
だ
け
で
は
な
く
、
取
引
先
の
製
造
業

で
も
広
く
活
用
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。
建
築
現
場
で

は
ブ
ロ
ッ
ク
や
U
字
溝
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
二
次
製
品

も
多
く
使
用
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
そ
れ
ら
を
製
造
す
る

企
業
もH
olostruction

を
取
り
入
れ
れ
ば
、い
く
つ

も
の
サ
ン
プ
ル
を
手
に
取
っ
て
決
め
て
い
た
選
定
の
プ
ロ

セ
ス
は
大
幅
に
効
率
化
さ
れ
、
工
事
に
か
か
る
コ
ス
ト

の
削
減
、ひ
い
て
は
利
益
率
の
向
上
に
結
び
つ
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

H
olostruction

の
よ
う
な
M
R
技
術
は
ま
だ
先
端

技
術
で
あ
り
、
建
設
業
に
限
ら
ず
、
実
用
化
し
て
い
る

企
業
は
そ
う
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
点
に
お
い
て
、

小
柳
建
設
は
業
界
の
新
た
な
未
来
を
切
り
開
き
、
世

界
の
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
に
並
ん
で
い
る
と
い
う
自
負
が

あ
り
ま
す
。

目
指
す
べ
き
は
施
工
管
理
者

小
柳
建
設
で
は
I
T
化
と
共
に
若
返
り
化
も
進
め

て
い
ま
す
。
取
締
役
の
平
均
年
齢
は
43
歳
。こ
れ
は
建

設
業
に
あ
っ
て
か
な
り
若
い
部
類
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
若
い
社
員
を
守
る
た
め
パ
ワ
ハ
ラ
を
は
じ
め
と
す

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
絶
対
に
許
さ
な
い
こ
と
を
明
確
に

し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
労
働
環

境
は
確
実
に
改
善
さ
れ
て
お
り
、
2
0
1
8
年
か
ら

2
0
1
9
年
に
か
け
て
、
残
業
時
間
は
50
％
も
減
少

し
て
い
ま
す
。

人
材
育
成
に
つ
い
て
、
私
た
ち
は
か
ね
て
か
ら「
施

工
管
理
者
最
強
説
」
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。
ど
う
い
う

こ
と
か
と
言
う
と
、
建
設
業
界
に
お
い
て
、マ
ク
ロ
な

視
点
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
ス
を
養
う
に
は

施
工
管
理
者
を
経
験
す
る
の
が
も
っ
と
も
近
道
な
の

で
す
。
施
工
管
理
者
と
い
う
の
は「
現
場
代
理
人
」
と

も
呼
ば
れ
ま
す
。
誰
の
代
理
か
？ 
も
ち
ろ
ん
社
長
の

代
理
で
す
。
そ
し
て
施
工
管
理
者
の
や
る
べ
き
事
は

「
工
程
」「
品
質
」「
安
全
」「
原
価
」の
管
理
で
す
。じ

つ
は
こ
れ
は
経
営
者
に
求
め
ら
れ
る
も
の
と
ま
っ
た
く

同
じ
要
素
な
の
で
す
。
す
な
わ
ち
優
れ
た
施
工
管
理

者
は
優
れ
た
経
営
者
に
な
り
う
る
可
能
性
が
極
め
て

高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
社
会
人
と
し
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
た
い
方
は
ま
ず
施
工
管
理
者
を
目
指
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

建設業だって
変化できる

小
柳
建
設
は
1
9
4
5
年
の
創
業
以
来
、
総
合
建
設
業
と
し
て

地
域
社
会
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。

だ
が
、い
か
な
る
伝
統
と
実
績
を
誇
る
会
社
で
あ
っ
て
も

不
変
の
ま
ま
、
時
代
の
波
に
抗
い
続
け
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

代
表
取
締
役
社
長 

小
柳
卓
蔵
が
望
む
「
変
化
」
と
は
？
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代表取締役社長

小柳卓蔵
Takuzo OYANAGI

1981年生まれ。日本大学 法学部 
法律学科卒業。金融業界で勤務の
後、2008年小柳建設入社。2014
年より代表取締役社長に就任。



SERVICE
事業案内

土木事業

河川、橋、道路、トンネル、給排水施設など、
地域住民の安全を守り、暮らしを豊かにしてき
た土木事業。創業以来、水害や震災からの復
旧・復興に尽力するとともに、人々が暮らしや
すい社会を作るためのインフラ整備を行ってい
ます。全国をフィールドに70年以上培った実績
と最先端技術を駆使し、これからも地域の発展
に貢献していきます。

舗道事業

日々変化するニーズに対応出来る様、技術開
発、技術者の育成を推進しています。平成28
年2月に新潟県初の“ラウンドアバウト(環状
交差点 )”を施工し、安全性・円滑性・環境性に
配慮した『道づくり』に携わることができました。
地域の生活に密着した仕事で皆様が利用され
る交通インフラの整備に努めています。

建築事業

高層マンション、教育施設、工場、事務所、商
業系店舗、福祉施設、木造個人住宅など、あら
ゆる施工に対応いたします。建築物のデザイン
～設計～施工まで、お客様のご予算、ご要望
にきめ細かく対応できる豊富な人材を揃えてお
ります。また、雨漏り、壁の補修、屋根の修繕
など、カスタマー工事にも素早く対応致します。

埋蔵文化財支援事業

試掘、発掘調査、整理作業、報告書作成など
部分的な作業も含め、正確・繊細・スピー
ディーに埋蔵文化財調査を支援いたします。さ
らに、デジタルトレースやデジタル媒体を運用
し、学校教育や観光資源の情報として活用して
いただけます。

浚渫事業

当社独自の泥土吸引圧送工法を用い、河川・
湖沼に堆積したヘドロや土砂の浚渫を行って
います。圧縮空気により高低差52メートル、
圧送距離3.5キロメートルをパイプラインひと
つで泥土を送る優れた工法で、日本各地様々
な場所で採用いただいております。

Holostruction事業

時間や場所にとらわれず、より効率的に工事を
進めるため、建設現場の透明性、安全性、生
産性の向上を目的として、Holostruction事業
をスタート。日本マイクロソフトと協業し、建設
現場に特化したサービスを開発しています。私
たちはHolostructionを通じて、建設現場の働
き方を変えていきます。

CIVIL 
ENGINEERING

ROAD 
CONSTRUCTION

BUILDING 
CONSTRUCTION

ARCHAEOLOGY

DREDGING

HOLOSTRUCTION
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